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第２２回ひばり生涯学習センター 

◇文化・芸能発表会◇ 

1０月３１日（土）、１１月１日（日）開催！
ひばり生涯学習センター文化・芸能発表会が今年も開催されます。当センターが、市議会議

員選挙の投票所として使われるため、例年より日程が早まりましたので、ご注意ください。  

これまでも、利用サークルの活動の成果を発表する場として、皆さん方に親しまれてきた会で

あり、利用者の皆さんにとっては貴重な発表の場です。多くの方にご来場いただき、楽しんで

いただければ幸いです。 

また、昨年同様、焼き鳥、タコ焼き、フライドポテト、コーヒー、うどん、ホットドック等

の店が出店します。そちらの方も楽しんでいただければと思います。 

日程、内容については、下記の通りです。 

３１日（土）９：００～１６：００ 【作品展示、芸能発表リハーサル】 

  作品展示 → 書道、木彫、絵手紙、絵画、講座作品を展示します。 

  芸能発表 → 本番の時間に合わせ、最終リハーサルを行います。 

１日（日）９：００～１５：００ 【芸能発表、作品展示】 

  ９：３０ オープニングセレモニー 手踊り（わかば会） 

  ９：３５ 開会式                                       ひばり書道クラブ 

  ９：４５ 芸能発表 → カラオケ、民謡、舞踊、太極拳、謡曲、 

フラダンス、ハーモニカ演奏、ギター演奏など 

昨年の発表会の風景 
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ひばりすこやか学級（第３回）～マリンバコンサート～ 
                  ９月１５日（火）、第３回ひばりすこやか学級におい 

て、マリンバコンサートが開催されました。マリンビ 

スト（マリンバを専門に演奏する奏者のこと）である 

水谷明子さんが、新旧様々な曲、童謡・唱歌から現代 

の曲まで、マリンバの軽快な音色を響かせて聴衆を魅 

                 了してくれました。上を向いて歩こうをみんなで歌っ 

                 たり、マリンバを鳴らす体験やイントロあてクイズで 

                 もたいへん盛り上がりました。 

 マリンバ演奏に多くの方が癒されたようで、満足さ 

マリンバの演奏の様子      れた様子が伺えました。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ひばり女性学級（第２回）～今こそ必要な金次郎の教え～
 ７月９日（木）第２回ひばり女性学級が開かれ、報徳教 

室として「今こそ必要な金次郎の教え」というテーマで、 

ＮＰО法人市民活動ネットワーク相馬の代表理事である畠 

中正一さんに講話をいただきました。二宮金次郎とは何を 

した人かにはじまり、金次郎の門人と家族について、そし 

て、金次郎の様々な逸話などについて興味深く聞くことが 

できました。 

 また、この地方とのつながりも知ることができ、報徳仕 

法についてもより身近に感じることができました。     金次郎の教えについての講話 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

人生１００年時代の学び直し講座（第２回） 

～タニコー株式会社小高工場見学～
                    ８月１９日（水）、第２回人生１００年時代の学 

                   び直し講座において、タニコー株式会社小高工場 

                   の見学に行ってきました。 

 まず、会社説明を受け、セブンイレブンのフラ 

イヤ―は全てタニコーの製品であることや学校給 

                   食の厨房機器も全国的に使われていることなど、 

厨房機器では、国内屈指の会社であることがわか 

               りました。 

その後の工場見学では、大きな工場全体がオー 

トメーション化されており、少ない人数でよりよ 

     小高工場内の見学      い製品をより多く生産できる体制であることに感 

                      心しました。 

 


